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「理科」改訂の基本的な考え方「理科」改訂の基本的な考え方



理科教育における課題理科教育における課題

• 子どもの理科の学習に対する意識の問題

• 国民の科学に対する関心が低いこと

• 子どもの自然体験などの不足

• 基礎的な知識・理解

• 科学的な思考力や表現力

など



理科改訂の基本的な考え方理科改訂の基本的な考え方

□
 

科学に関する基本的概念の一層の定着
→

 
科学的な見方や考え方，総合的なものの見方を育成

・科学の基本的な見方や概念を柱に，構造化，充実
・内容によりスパイラル構造に
・科学に関する基本的概念の一層の定着
・小学校との接続，国際的な通用性，内容の系統性の確保等

□
 

科学的な思考力・表現力の育成
・科学的に探究する学習活動を一層重視
・見通しや目的意識をもった主体的で意欲的な観察，実験
・観察，実験の結果を分析して解釈する学習活動，科学的な概

 念を使用して考えたり説明したりする学習活動等を充実

＊
 

習得 と
 

活用，探究・・・・・・相互に関連し合って力を伸ばす。

＊
 

言語力の育成
＊

 
理数の授業時数増



理科改訂の基本的な考え方（続き）理科改訂の基本的な考え方（続き）

□
 

科学への関心を高め，科学を学ぶ意義や有用性を
 実感させる

（課題）生徒が科学を学ぶ意義や有用性を実感していない
・日常生活や社会との関連を重視

科学技術が日常生活や社会を豊かにしていることや安全
 性の向上に役立っていること，理科で学習することが様々な職
 業などと関係していることなど

□
 

科学的な体験，自然体験の充実を図ること
（課題）自然体験などの不足
・観察，実験の充実
・原理や法則の理解を深めるためのものづくり
・継続的な観察や季節を変えての定点観測など
・科学的な体験や自然体験の充実を図ることを配慮

＊
 

体験の重視
 

＊
 

豊かな感性
 

＊
 

実社会に生きる







科学と人間生活
物理基礎
化学基礎
生物基礎
地学基礎
物理
化学
生物
地学
理科課題研究

科目としての位置付け科目としての位置付け
必履修科目について

「科学と人間生活」と基礎を付した科目１科目を含む２科目
又は

基礎を付した科目を３科目

高等学校理科の科目構成高等学校理科の科目構成
単位

２
２
２
２
２
４
４
４
４
１

科学技術が人間生活を豊かに

 してきたことなどについて、身

 近な事物・現象に関する観察・

 実験などを通して理解させ、興

 味・関心を高める新たな科目。

より基本的な内容で構成し、観

 察・実験、探究活動などを行い、

 基本的な概念や探究方法を学

 習する科目。日常生活や社会

 との関連を重視。



指導計画の作成と内容の取扱い（中学校）指導計画の作成と内容の取扱い（中学校）

・
 

問題を見いだし観察，実験を計画する学習活動
・

 
観察，実験の結果を分析し解釈する学習活動

・
 

科学的な概念を使用して考えたり説明したりするなどの学習活動

・
 

原理や法則の理解を深めるためのものづくり
・

 
継続的な観察や季節を変えての定点観測

・
 

博物館や科学学習センターなどと積極的に連携，協力博物館や科学学習センターなどと積極的に連携，協力

・
 

科学技術が日常生活や社会を豊かにしていることや安全性の向
 上に役立っていることに触れること。

・
 

理科で学習することが様々な職業などと関係していることにも触
 れること。



学校と博物館等が連携し，科学的体験学習の充実学校と博物館等が連携し，科学的体験学習の充実

・
 

博物館は，科学技術の発展や地域の自然に関する豊富な情報
 源

・
 

実物に触れたり，専門的な説明を受けたりすることが可能
・

 
これらの活用を指導計画に位置付けることは，学習を進める上で

 効果的

（利用の仕方）
・

 
子どもを引率して見学や体験

・
 

標本や資料を借り受け，授業に活用
・

 
専門家や指導者を学校に招く

（留意点）
・

 
学校と施設とが連絡を取り合う

・
 

ねらいを明確にして，実施計画を立てる
・

 
事前・事後の指導を十分におこなう
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